	提出期限：2024年6月4日

	近畿実務補習所第５回課題研究

	2023年3月に東京証券取引所がプライム市場及びスタンダード市場の全上場会社を対象に「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」の要請を実施しました。プライム市場上場会社で3割程度の会社が要請を踏まえた開示を行っていますが、要請への対応を行っていない会社、要請への対応を行っているが対応を行っていることが開示資料で要請への対応を明記していないため開示資料から要請を行っているかどうかが分からない会社も存在します。
そこで、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた取組みの検討・開示さらに促進するため、2024年1月15日に要請に基づき開示している企業の一覧を公表すると発表しました。
このように、多くの上場会社には、資本コストや株価を意識した経営の実現と開示が求められますが、東京証券取引所が「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」の要請を実施した背景を述べた上で、資本コストや株価を意識した経営を実現し、資本収益性や市場評価を改善するために実施すべき事項について、あなたが経営者だったとして、あなたの意見を述べなさい。
































	研究報告書作成にあたって　※各事項にチェック（レ）を入れてください

	私は、研究報告書作成における以下の事項を遵守し、研究報告書を提出します。
　☐　私は、ルールを遵守し他の文献やウェブサイトからの引用には引用符を用いてその出典を明らかにし、無断引用を行っていません。
☐　私は、他の補習生の研究報告書を参考にしたり、写したりしていません。
☐　私は、自身の経験等に基づく記述をする場合において、業務の過程で入手した情報など守秘義務の原則に抵触する記述を行っていません。
☐　私は、AIソフト等を使用して文書作成を行っていません。
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	（形式不備減点）
0点、1点～5点、6点～10点

11点～15点、16点以上
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